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第
二
十
二
条
の
七
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
第
五
項
」
を
「
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
既
成
市
街
地
等
の
地
域
内
」
を
「
既
成
市
街
地
等
内
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条

第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

施
行
令
第
三
十
九
条
の
七
第
八
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
の
区
分

に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

一

施
行
令
第
三
十
九
条
の
七
第
八
項
第
一
号
に
掲
げ
る
手
続

同
号
に
規
定
す
る
許
可
に
係
る
都
市
計
画
法
第
三

十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
の
写
し
又
は
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
協
議
に

関
す
る
書
類
の
写
し

二

施
行
令
第
三
十
九
条
の
七
第
八
項
第
二
号
に
掲
げ
る
手
続

同
号
に
規
定
す
る
確
認
に
係
る
建
築
基
準
法
第
六

条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
の
写
し

三

施
行
令
第
三
十
九
条
の
七
第
八
項
第
三
号
に
掲
げ
る
発
掘
調
査

文
化
財
保
護
法
第
九
十
三
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
当
該
発
掘
調
査
の
実
施
の
指
示
に
係
る
書
類
の
写
し

四

施
行
令
第
三
十
九
条
の
七
第
八
項
第
四
号
に
掲
げ
る
手
続

国
土
交
通
大
臣
の
同
号
の
証
明
を
し
た
こ
と
を
証

す
る
書
類
の
写
し

第
二
十
二
条
の
十
の
三
第
一
号
中
「
第
六
十
六
条
の
五
第
四
項
第
八
号
」
を
「
第
六
十
六
条
の
五
第
五
項
第
八
号
」

に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
一

削
除

第
二
十
二
条
の
二
十
五
第
一
項
中
「
器
具
及
び
備
品
」
を
「
工
具
、
器
具
及
び
備
品
」
に
、「
第
二
十
条
の
三
第
一
項

各
号
」
を
「
第
二
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
、「
も
の
（
」
の
下
に
「
同
項
第
一
号
及

び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
一
台
又
は
一
基
（
通
常
一
組
又
は
一
式
を
も
つ
て
取
引
の
単
位
と
さ
れ
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
一
組
又
は
一
式
と
す
る
。）の
取
得
価
額
が
三
十
万
円
未
満
で
あ
る
も
の
を
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も

の
に
あ
つ
て
は
」
を
加
え
、「
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
」
に
、「
平
成
二
十
四
年
三
月

三
十
一
日
」
を
「
同
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
六

年
四
月
一
日
」
に
、「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
同
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
六
の
見
出
し
中
「
の
対
象
範
囲
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
六
条

第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
」
を
「
観
光
関
連
施
設
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
七

削
除

第
二
十
二
条
の
二
十
九
第
一
項
中
「
要
件
」
の
下
に「（
同
号
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
項
第
一

号
及
び
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
要
件
）」を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
三
十
か
ら
第
二
十
二
条
の
三
十
六
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
三
十
か
ら
第
二
十
二
条
の
三
十
六
ま
で

削
除

第
二
十
二
条
の
三
十
九
第
二
項
中
「
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
」
を
「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お

け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お
い
て
障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
六
項
」

を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
六
十
一
の
見
出
し
中
「
の
適
用
対
象
期
間
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
第
三
十
九
条
の
九
十
第
三

項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
九
十
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
営
ん
で
い
た
」
を
「
行
つ
て
い
た
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
六
十
九
第
十
二
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
六
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下

げ
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
第
八

号
に
掲
げ
る
資
産
」
を
「
、
第
八
号
又
は
第
九
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
産
（
同
欄
に
掲
げ
る
資
産
に
あ
つ
て
は
、
駐
車

場
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地
（
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
土
地
等
」
と
い
う
。）で
同

欄
に
規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
土
地
（
土
地
の
上
に
存
す

る
権
利
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
土
地
等
」
と
い
う
。）」
を
「
土
地
等
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
ホ
中
「
市

町
村
長
」
を
「
農
業
委
員
会
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

表
の
第
九
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
産

同
欄
に
規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
施
行
令
第
三

十
九
条
の
百
六
第
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類

第
二
十
二
条
の
六
十
九
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
含
む
。
次
項
及
び
第
五
項
」
を
「
含
む
。

次
項
及
び
第
六
項
」
に
、「
い
う
。
次
項
及
び
第
五
項
」
を
「
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項

第
三
号
中
「
既
成
市
街
地
等
の
地
域
内
」
を
「
既
成
市
街
地
等
内
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二

項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

施
行
令
第
三
十
九
条
の
百
六
第
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
の
区

分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

一

施
行
令
第
三
十
九
条
の
百
六
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
手
続

同
号
に
規
定
す
る
許
可
に
係
る
都
市
計
画
法
第

三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
の
写
し
又
は
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
協
議

に
関
す
る
書
類
の
写
し

二

施
行
令
第
三
十
九
条
の
百
六
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
手
続

同
号
に
規
定
す
る
確
認
に
係
る
建
築
基
準
法
第

六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
の
写
し

三

施
行
令
第
三
十
九
条
の
百
六
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
発
掘
調
査

文
化
財
保
護
法
第
九
十
三
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
当
該
発
掘
調
査
の
実
施
の
指
示
に
係
る
書
類
の
写
し

四

施
行
令
第
三
十
九
条
の
百
六
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
手
続

国
土
交
通
大
臣
の
同
号
の
証
明
を
し
た
こ
と
を

証
す
る
書
類
の
写
し

第
二
十
二
条
の
七
十
五
の
二
第
一
号
中
「
第
六
十
六
条
の
五
第
四
項
第
八
号
」
を
「
第
六
十
六
条
の
五
第
五
項
第
八

号
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
連
結
法
人
の
関
連
者
等
に
係
る
支
払
利
子
等
の
損
金
不
算
入
）

第
二
十
二
条
の
七
十
五
の
三

施
行
令
第
三
十
九
条
の
百
十
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
法
人
税
法
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
配
当
等
の
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
配
当
等
の
額
」
と

い
う
。）の
計
算
期
間
の
開
始
の
日
か
ら
当
該
計
算
期
間
の
末
日
ま
で
継
続
し
て
当
該
連
結
法
人
と
そ
の
支
払
を
受
け

る
配
当
等
の
額
を
支
払
う
他
の
内
国
法
人
と
の
間
に
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ
つ
た
場
合
（
当
該
連
結
法
人
が
当
該

計
算
期
間
の
中
途
に
お
い
て
当
該
他
の
内
国
法
人
と
の
間
に
連
結
完
全
支
配
関
係
を
有
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
計
算
期
間
の
開
始
の
日
か
ら
当
該
連
結
完
全
支
配
関
係
を
有
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
ま
で
継
続
し
て

当
該
他
の
内
国
法
人
と
連
結
親
法
人
と
の
間
に
当
該
連
結
親
法
人
に
よ
る
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ
り
、
か
つ
、
同

日
か
ら
当
該
計
算
期
間
の
末
日
ま
で
継
続
し
て
当
該
連
結
法
人
と
当
該
連
結
親
法
人
と
の
間
及
び
当
該
他
の
内
国
法

人
と
当
該
連
結
親
法
人
と
の
間
に
当
該
連
結
親
法
人
に
よ
る
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ
つ
た
と
き
を
含
む
。）に
当
該

他
の
内
国
法
人
か
ら
受
け
る
配
当
等
の
額
（
そ
の
支
払
を
受
け
る
配
当
等
の
額
が
同
法
第
八
十
一
条
の
三
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
個
別
益
金
額
を
計
算
す
る
場
合
に
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第

二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
と
み
な
さ
れ
る
金
額
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額
の
支
払
に
係
る
効
力
が

生
ず
る
日
の
前
日
に
お
い
て
当
該
連
結
法
人
と
当
該
他
の
内
国
法
人
と
の
間
に
連
結
完
全
支
配
関
係
が
あ
つ
た
場
合

に
当
該
他
の
内
国
法
人
か
ら
受
け
る
配
当
等
の
額
）
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
計
算
期
間
と
は
、
そ
の
配
当
等
の
額
の
支
払
を
受
け
る
直
前
に
当
該
配
当
等
の
額
を
支
払
う
他

の
内
国
法
人
に
よ
り
支
払
わ
れ
た
配
当
等
の
額
（
適
格
現
物
分
配
に
係
る
も
の
を
含
む
。）の
支
払
に
係
る
基
準
日
の

翌
日
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
）
か
ら
そ
の
支
払
を
受
け
る
配
当
等
の
額
の
支
払

に
係
る
基
準
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。

一

当
該
翌
日
が
そ
の
支
払
を
受
け
る
配
当
等
の
額
の
支
払
に
係
る
基
準
日
の
一
年
前
の
日
以
前
の
日
で
あ
る
場
合

又
は
そ
の
支
払
を
受
け
る
配
当
等
の
額
が
当
該
一
年
前
の
日
以
前
に
設
立
さ
れ
た
他
の
内
国
法
人
か
ら
そ
の
設
立

の
日
以
後
最
初
に
支
払
わ
れ
る
配
当
等
の
額
で
あ
る
場
合

当
該
一
年
前
の
日
の
翌
日

二

そ
の
支
払
を
受
け
る
配
当
等
の
額
が
そ
の
支
払
に
係
る
基
準
日
前
一
年
以
内
に
設
立
さ
れ
た
他
の
内
国
法
人
か

ら
そ
の
設
立
の
日
以
後
最
初
に
支
払
わ
れ
る
配
当
等
の
額
で
あ
る
場
合

当
該
設
立
の
日

三

そ
の
支
払
を
受
け
る
配
当
等
の
額
が
そ
の
配
当
等
の
額
の
元
本
で
あ
る
株
式
又
は
出
資
を
発
行
し
た
他
の
内
国

法
人
か
ら
そ
の
支
払
に
係
る
基
準
日
前
一
年
以
内
に
取
得
し
た
株
式
又
は
出
資
に
つ
き
そ
の
取
得
の
日
以
後
最
初

に
支
払
わ
れ
る
配
当
等
の
額
で
あ
る
場
合

当
該
取
得
の
日
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